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わたιたらだ大和の庁然を愛 ιます

着,3--241

巻 19-4261

鸞覺 夕 鶯八勒牢

有本 倍美

「大君は神にしいませば天雲の雷の上に慮りせるかも」 柿本人麻昌  巻 3-235

「大君は神にしいませば赤駒の腹這ふ田井を都と成しつ」 大伴 御行  巻 狩-4260

甘樫丘の北側にこじんまりした雷丘があり天の香久山への道路を少し行くと大養孝の揮裏

による万葉仮名の原文で 「皇者神外之座者赤駒之腹婆布駆為乎京師跡奈之都」の句碑があ

る。「大君は神であらせられるので赤駒が腹這いになる圏んぼを都とされた」。引き返して

東側の鳥形詢に鎮座する飛鳥坐神社の石段を上ったところに矢張り大養孝の揮豪で 「皇者

神三困座者天雲之雷之上が窟為流鳴」の句碑があり「大君は神であらせられるので天雲を

支配する雷丘に仮の庵を建てて宮とされた」の大意である。その他、「大君は神にしいませ

ば」のフレーズで始まる歌は万葉集に次の 3句を含めて 5例ある。

「大君は神にしいませば天雲の五百重の下に隠りたまひぬ」   巻 2-205

奈衰の万業歌購めぐり ③

「大君は神にしいませば真本の立つ荒口J中に海をなすかもJ

「大君は神にしいませば水鳥のすだく水沼を都と成しつ」

大君 :ま誰かc_~中 の舌しを成功させた天武天皇か、皇后であつた持統天皇か、孫の量,ち草壁

皇子の子文武天皇かの議論となるがそんなこと|ま どうでもよい。壬申の乱は文字通り現政

権を武力で倒した「舌L」 であリクーデターである。非合法的な政権移譲を正当化させるため

には絶対権力が必要なのである。天武天皇は大臣を置かず皇族だけで国政を担当させ、豪

族の経済力を奪い官僚化して給与所得に変え、位階市Jで報いた。思想、文化、宗教をも国

家統策1し、いわゆる絶対専市1君主制度の確立を目指した。
「大王」を「天皇」の称号に定着

させたのも、軍事力の重要性を知り尽くしていたのも天武天皇である。天平 13年の詔で
「凡

そ攻の要は軍の事なり」がある。明治維新は多分に天武政治を手本にしている。現人神の思

想は明治憲法下の日本人のアイデンティティを利用した天皇隆下万歳に象徴されノる陶酔的

な政治手法である。壬申の舌Lの発端は皇位継承問題であるc現在も女帝を含め継承問題が

潜在している↑北方四島、尖閣諸島、竹島などの領土問題、北朝鮮の核保有とミサイル発

射問題、日米安保と基地問題などから
「嘗められない日本」としてどうあるべきか、平和

ボケの日本lII民 (臣民でない)の 日前に迫っている外交問題は先送りや他人任せに出来ない。
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ヽ● 判ジェク贄骰|

L薇 2罐年熙耀
( 古川 祐司 記)

7廃 25轟 (圭)曇リー時雨  公男イベント 里義の昆虫観簾と自然工作 参加者 69名
・ 生憎の曇り空だつたが、14家族44人がならやまのフイールドに参集。菊り||さんの指導で、手に手に

縫を持つた子供たちが、畑や里直:の虫たちを求めて轟亀 クヌギの幹にカブトムシを見つけてから興奮

は一気に高まり、2時間の観察時間はあつという間に過ぎました 午後まま自然工作の「フクロウ」作り。

初めてノコギリを使う子供も多く、指導員の手ほどきで用心深く工作していました。本国のお生産,まモ

チロンならやまプロジェクトで育てたカブトムス 1家族に1つがいを手渡され、大喜びでした

%03曝 徴
7潟 31舞 (金〕請 ナスクラブ 臨時活動  参加者 11為

・6興 から7月 まで、十分味を堪能させてくれたナスは、8月 中は体養期間です。今巨は、ナスクラブ全員

が出動して、枝の更新剪定、肥料やり、虫駆除、竹酢液の散布を行い、根の充実と新枝の育成を促す作業

を実施しました。 9月 には、さぞかし旨い秋ナスが期待できることでしよう。 12時終了。

塞月6畢 0特 曇参 環境整備クリーンアップ (b地区章刈り C地区構本鍮   参爆者 25名
・環境クリーンアップは、全員による笹藪跡地の草刈り。 7台のメ瑾払を維 を動員して一斉に夏草をメじ払い、

残る人はメ琴草集めを受持つ。一致協力した数の力はまことに素晴らしいもので、2時間の作業で3000

平米の画闘跡地の夏草は見事に片付きました。折からの満開のヒマワリが
~段と美しく映えて、素晴らし

い景観に皆それぞれに充実感を味わつていました

。この場所は、今後ヒマフリのほ力平こ、蕎麦、菜の花、レングなどを植えて、

的に行つていきます。会員の皆様の知恵と力のご支援をお願いいたします。

8蝿 19轟 (潟 )轟  「野価 の日ざ   豹 暗 5名

8月 18澤 軟 )晴  b地区の畝作り (臨時活動) 右志 6名
・ 6日 に全員で草刈りしたb地区の田園跡地の畝作り。今日は、鈴木さんのトラクターが主役で、約 3時間

の作業で蕎麦畑用地、菜の花プロジェクト用地の畝作りが完了し準備が整いました   12時終了

ならやまb地区 事業計画園

コンポスト場 ‐  フリー・スペース
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*ならゆま望曲林花だよう* 守爾 京子

8月 13澤 (本)署 さの中で色とりどりの花が咲き、本の実がなっています。

花壇 ,,・ ヒャクニチソウ、シモツケ、ヒマワリ、フジウツギ、オミナニシ、ハギ、ミズヒキ、

サンジソウ、ムラサキシキブ

野彙…ヤブガラシ、ヨウシュヤマゴボク、

ガ、タカサブロウ、ツニクサ、ヌノンデ

オオマツヨイグサ、ヒメジョオン、ヤブミョウ

本の実…コナラ、クヌギ、シャシャンボ、ネジキ、ヤマウル

シ、ハゼ、ソコゴ、クリ、イソノキ、カマツカ、ヤブコウジ

また山の中は赤、黄ゝ由、茶などキノコの天国です。

右の絵はヌルデの葉についた虫こぶで、黄緑色で生姜を小

さくしたような形です。五倍子と呼ばれタンニンを含み薬用、

染料として利用されるそうです。

*な らやまの 8月 の鳥 * 小田 久美子

8月 10霧 、雨の中、5人で廻りました。雨も関係ない筈のツバメも出なくて不作でした

が、遠くでかすかにヒクイナの鳴き声が聞こえました。

*ならやまの昆虫だより*

シュも―ゲrιフオガ
=′
ι 菊り11年明

8月 6日 のな らやま作業 日、草刈 り作業中にシュレーゲルアオガエルが数匹現れま した。

岩 田さんが発見 され、その ときはモ リアオガエルかな とい うことで したが、その後 よく

調べてみます とシュレーグルアオガエルだ とい うことがわか りま した。

このカエルは 4月 から 6月 にかけて、ならやまA地 区裾のガマの生えている湿地や水田

シュレーグルアオガエル とい う名前は外国か ら来た

生き物のような印象 を受けますが、れつきとした国産

種で、シーボル トが標本をオランダヘ持 ち帰 り、生物

学者のシュ レーゲルが学名を付けたことか ら和名 もシ

ュレーグル氏のアオガエル とい う意味でシュレーゲル

アオガエル とい う名前になった とい うことです。
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イベント報告 畢おく幾く轟然響鵡鍮燻汗耀重 小嶺敏勝

に定め、当然震連のイベントを各種の施設 ,

奈良果は夏体み鐵間を
「彙と森林の民間」

琶体に依頼し、その一覧表は県下の小学生を中心に 10万部を西こ布、募集
した。

当会は 7ガ 25″なら彙里暴林に於いて<市街地 :こある里義探絞 1>

もちろんな露宝や生物を見つ:すよう i轟然素材の工作を楽しもう :

をテーマに40名 (小学生と保護者)を募集 した。

60名 の応募の中から袖選し14家族 44名の参加で催された。

当琴は雨の予報で有つたが開始 1時間前から来場の子供もおり,又 KCNケ
ーブル TVの取材

もあり政映された。

午前幸|ま蒸し暑い幸、 3班 (幼誰嚢、小学低学年、裏学年)に わかれ三彙:こ入り昆虫観

察や採集をしたが,カ ブトムシやクフガタを見つ :すた子供達もいて、おお騒ぎ
の場面も見

=

られた。蒙見 |ま鷲 :こ して,も つと詩置が欲しかつた様子であつたc次回の参考 (こ
しよう。

昼食に1ま喜谷さんの冷やしそうめんに全員が感激。

昼からは,桜の本の輪切りでフクロウエ作とタケ水鉄砲を作り,最後
の頃には菫も降つ

始めたが,親達は濡れても子供達を、しからないので水鉄砲で大興奮 ヒ́て盛 り
_Lが り、1景

りには、なら山プロジエクトで育てたカブ トムシ 1匹づつをおみやげに、事故
も無く無事

に終了した。

暑い最中、協力いただいた菊;:さ ん鈴木さん他、多く
の関係スタッフの方々に感識しま

す。

わくわく自然体験会 子供の作品「フクロウ」
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イベント報告 「なる森を育てる祭民の集繰聾 小嶺敏勝

なら森を育てる黒民の集いが 7足 20饗 (視)『奈良県この署
。りilの ヨ』に

大和郡轟市の矢轟山遊びの森で例年通り毒催され、当会も協
力参カロした。

主催 iま奈良県
。県縁化推進協会で緑化や環境に関心の高い 14グループが参加。当要ほ

雨の予報の中,10時より式典の後、我々!ま水鉄砲、ウド鉄砲を子供
達に体験させた。

昨年の反省から各作業工程ごとに子供達を移議させ流れ作業
で指導した為,効率 :ま良か

ったが、余りの人気の為、終始、行夕:ができてスタツフは全員汗
だくで対応した。

その結果午后l時前には用意した材料が全て無くなり雨t)降 らず、嬉し
い悲鳴で終了し

み

参力1ス タッフ : 本郷、弓場、きサll、 岩毒、森、塩本、井戸、本村、阿部、 (順不同
)

たんどのいたずらつ子 ス鵞〆

スズメが、人間の、特に日本人主食のお米を大いばり

で食べることについては、「スズメの孝行」という音話

があります。 スズメとキツツキはきょぅだい(女市と妹)
でしたD里の母親が危篤だという知らせが来た時、
丁度お歯黒を塗りか :すていた所 :こその知らせが尾いた  :
スズメは慌てて塗り損ね |まおにくっ付けてしまいまし  '

l≧ il:を誓懲[言雷[属孟憂ξ]ipttI写勇[ぉ  鑢
にある黒い点はその時ついたのだそうです。一方、キツツキは色々な着物を出して、「どれ

にしょうかJと 迷ったりおめかしに時間をかけていました。そのため、里に着いた時母は

もう亡くなっていました。スズメはこの親孝行のお蔭で神様から一生の間お米を食べるこ

とを許されましたcキッツキの方は、一日中硬い本の幹をつついて、その中の虫を食べな
|サればならないことに成りました。そして、毎晩本のうろに入つて 「嘴がいたいょ」と云

つて泣くというのです。地方によってキツツキがツバメになったリカフセミやカモメにな

つたりしますが、共通するのは虫や魚を食べお米を食べないということです。古い俳句に

いくらくう ものかすておけ 稲すずめ  農家の方には面白くない俳句でしょうね。
昨秋、藩んぼの縁で背伸びをしたリジャンプして稲穂をつついているスズメを見ました。

最近の品種は「実ってt)頭を下げない稲穂も人も」拙作、字あまり。背丈が低いので、コ

ンクリー ト際はスズメ脱穀機が見事に刈り取っていました。

小圏 久美子

へ
理露猛≧



懸蛉轟竃麟轟て 平雨入美

奈良に移り住んで 19年になります。 2年前まで、職場と住まいを往復する毎理で、奈

良iま眠りに帰る場所に遇ぎませんでした。買い物に行つても知人に会うことが無く、気楽

な反面率しさ1)あ り、奈良は仮の住まいのように感じてし́まうのですc「奈良が好き」と思

えない私が、奈良を典分の町として好きになるためには、奈良を知り、奈良に居場所を1乍

ることだと思いました。

シエア自然大学本科の教育実習案内でこの
「奈良。人と自然の会」を知り参加しました。

その時、この会にいろんな活動の広がりを寿待できるように感じ、ここに私
の居場所を求

めてみたいと思い、迷わす入会を決めましたcま だ、活動 :こ :ま 3ヨ しか参カロしていません

が、江会や活動距・学校校庭観察会・イベントに i)可能な象り参加しながら、
ここで義分

の出来ることを探してみたいと思つて1｀ます.ど うぞよろしくお願いいたしますc

はじめまして :よろしくお願いします。 和田 美紀 F

入会のきっかけは、平井さんでした。奈良県農林部林攻課が行っている「奈良県森林環

鏡教育指導員養成講座」を昨年受講 tン 、その時に平井さんとご ―緒させていただきましたこ

受講者の中|こ は既にそれぞれのフィール ドで活動されている方も多くおられ、その中で

も平井さんが活動されている “奈良 。人と自然の会"のフィール ドが私の実家の近くとの

ことで、すぐに見学させてほしい !と 飛びつきました。そして会の目指されている方向が

私ととても似ていると知り、気の合 う受講者同士で手を取り合ってともに入会を決めまし

た。

生まれ育った奈良県で環境活動ができれば、との思いで受講した講座をきつか!ナ として、

素敵な人たちとの縁を結ぶことができました。

幼子 2人を育てている身のため思うように参加できていませんが、末長くご指導をよろ

しくお願い申し上げます。皆様にいろいろと教えていただきながら、次のステップヘと歩

んでいきます :そ して、奈良県の、日本の自然環境を護って支えていきます |
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ベン轟晟轟羹起

豪菫見鷲量賢勇急彙霙こ1ふ冒奪磐套言1言套:l危義班曇t薫曇貫霞言ξτEFぢ葦|ま言
前からペン画を

'台

めましたので、気が糞いたとき、ベン画で革花び)記録を残してきました。

ホ ト野ギス

学名 Tricyrtis hirta

Tricvrtis:ホ トトギス属

ギリシャ語の 「treis(三 )

■ kyrtos(裁 )Jが語源。
三枚の 「外花被」というと

ころの基部が 曲がつている

ことから。

hirta l短い剛毛のある

課花時期 |ま、 8月 下旬～ ll

月中旬、ヨ陰に多く生えるc

若葉や花にある斑′ほ模様が、

鳥のホ トトギスの胸にある模

様と似ていることからこの為に。

9月 12日 の誕生花

花言葉は 「秘めた意志」

向獨葵やゴッホのかほの並びゐる 秀 夫

里l贈 ロードに旬の花が咲き誇る。

ゴッホの名画も負ヶソーだ。

そひ ら

天道虫偽のしるべは背の斑 秀 夫

テントウムシダマシ襲来。防除に大童。

秋茄子の実りに夢を追う。

寛轟機

ホ トトギス

単子難 物

多年草 ユリ科

Tricyrtis hirt8
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蛙 域 無

☆友達聯 れてアオ′ヽズクの雛を見に京都御所と寝屋1:に行つてきました。暑くて出掛けるのは控えて

もヽましたが 雛:こ一度もあつたことがなかつた器で見ることができる時と思つて・・.京都の方は巣立ちをして

いてクヌギの高もヽ枝に親子3羽が・・・、悔日かして寝屋1!|にもつた時は巣穴から織をのぞかしていて 真ん

丸い自がとつても可愛かつた :

・ツクツウボウシが8月 8副こ鴫き初め. 去年は14日 。ヒグラシも去年より早もヽ。これも温暖化かな?

このところ散歩の途中でセミの死骸をよくみる。暉毎に数が増えて今日は 4匹。その度:こ綸しヽ上げて木

陰の上の上|こそっと置き「ナムアミダプツ』7年後生きてもヽたらこのセミたちの子供の鴫く賑やかな声を聴くこ

とになるな―などと考える。 (斎藤 )

讐今な島ともヽつても平城宮跡のツパメの端入つですね。今年も3蜃 :ま鐵 :こ行きます。奮轟見ても感激です。

でもi雪扉集まつてるか解つません。2万から5万理とか 言つた者講ちです。8轟 :こ撮つた夕競iサ flックの写

真があるのですが、ツパメ:ま軸 んでしヽるくらもヽ鍾しか写りませんので広報 :こ :ま無理ですね。(憂谷)

☆8月 2曇竜饗』:!でのことです。1羽のカワウが澤療にも`ました。そ蓄こ

ハシボソカラスが 近づもヽてきました。カワウにちょつかもヽを出しは

じめました。その時カワウが羅を広iずました。カラスよりずつと大きく

なりました 。カラス:まあきらめて飛んで行きました。しつこιlカラス

に大きくなって抵れ てもヽました。藤自もヽ光景でした。

17醒 まで竜躍,:1に姿を見せて

いたゴイサギ・ホシゴイ (ゴイサ

ギの子)がばつたり姿を見せなく

なりました。 (勝構)

く囁鬱この標諏歩嘘夢>

今年の夏に「さよなら」の言幸はいらない

本pll 潟人部

「さよなら」と奮くたった響夫字の言幸だけど 決して言わないでくれ夏がましさに変わるから
キしかったあの頃にスれるなら打い らヽない 善色に準まる湊れる十せを君にあ:ザたいから
たり抜けたら逍いかけたくなる夏 Sに蘇る怒い出の1ヽさな員競をそっとネにくれた夏

恙キに戸慈い載メ滉が濃騒に懲め貰う夏 先を恙いだ春の陽史の後ろ髪が恣い 夏ヽ
海も占もきっと嬉ヒ浚を流す夏  菫しく照らす陽ざいこ燿せれを惜ヒむ難色の夏

季節を運ふ流れる奮に誉をわけても  名裁を乗せた1ヽさな薇スに空しく消えるだけ
想い出需まったSの工手箱を手みやげに 機かしヽ1拳締の聰れ三に嗜るのだろうか

(コサギ・ダイサギ)
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